
【 特別セッション 】 
 

以 下 の セ ッ シ ョ ン は 参 加 費 無 料 で す  

 

◆ 熊 本 地 震 に お け る  

学 会 員 の 活 動 報 告 と 次 の 災 害 に 向 け て の ア ク シ ョ ン ◆  

オ ー ガ ナ イ ザ ー ： 畑 山 満 則  

1 5 日 （ 土 ） 9 : 0 0 - 1 1 : 0 0  会 場 S（ 石 橋 湛 山 記 念 講 堂 ）  

平 成 2 5 年 に 改 正 さ れ た 災 害 対 策 基 本 法 に お い て 、行 政 に 関 わ

る 機 関 で は 、 災 害 応 急 対 策 で 災 害 に 関 す る 情 報 の 収 集 及 び 伝 達

に 努 め る こ と 、 さ ら に 、 そ の 実 現 に あ た り 地 理 空 間 情 報 の 活 用

に 努 め る こ と が 明 示 さ れ た 。  

平 成 2 8 年 4 月 に 発 生 し た 熊 本 地 震 は 、改 正 後 に 初 め て 迎 え た

巨 大 地 震 災 害 で あ り 地 理 空 間 情 報 を 用 い た 様 々 な 活 動 が な さ れ

た 。 本 シ ン ポ ジ ウ ム で は 、 学 会 員 に よ っ て 実 際 に 行 わ れ た 災 害

支 援 活 動 に つ い て 報 告 を 行 い 、 地 理 空 間 情 報 活 用 の 問 題 点 に つ

い て 議 論 す る 。  

 

◆ 第 10 回 マ イ ク ロ ジ オ デ ー タ 研 究 会  

「 研 究 か ら 実 用 へ ～ マ イ ク ロ ジ オ デ ー タ 研 究 会  

5 年 間 の 歩 み と マ イ ク ロ ジ オ デ ー タ の 将 来 ～ 」 ◆  

オ ー ガ ナ イ ザ ー ： 秋 山 祐 樹  

1 5 日 （ 土 ） 1 3 : 3 0 - 1 7 : 0 0  会 場 S（ 石 橋 湛 山 記 念 講 堂 ）  

我 々 は 「 マ イ ク ロ ジ オ デ ー タ 研 究 会 」 と 呼 ば れ る 研 究 会 を 発

足 さ せ 、 マ イ ク ロ ジ オ デ ー タ の 普 及 と 利 活 用 に つ い て 産 官 学 の

有 識 者 を 中 心 に 議 論 を 行 っ て  来 ま し た 。「 マ イ ク ロ ジ オ デ ー タ

（ MG D）」と は 位 置 情 報 や 時 間 情 報 を 持 つ 時 空 間 的 に 高 精 細 な（ 例

え ば 建 物 や 人 単 位 ）ジ オ デ ー タ・ア ー バ ン デ ー タ  の 総 称 の こ と

を 言 い ま す 。 MG D は 既 存 の 各 種 統 計 ・ 空 間 デ ー タ で は 実 現 し 得

な か っ た 、 時 空 間 的 に き め 細 や か な 計 画 ・ 解 析 等 へ の 利 活 用 が

期 待 さ れ て  い ま す 。  

マ イ ク ロ ジ オ デ ー タ 研 究 会 は 今 年 で 設 立 か ら 5 年 目 を 迎 え ま

し た 。 設 立 当 初 は ま だ ま だ 物 珍 し か っ た MG D の 研 究 も 、 こ の 5

年 で か な り 進 ん で き ま し  た 。ま た 様 々 な MG D が 登 場 し 、現 在 は

「 研 究 」 か ら 「 実 用 」 の フ ェ ー ズ に 移 り つ つ あ り ま す 。  



そ こ で 第 10 回 の 記 念 シ ン ポ ジ ウ ム と な り ま す 今 回 は 、こ れ ま

で の MG D を 活 用 し た 研 究 を 振 り 返 る と 共 に 、 今 ま さ に MG D を 研

究 ・ 開 発 の 段 階 か ら  「 実 用 」に 移 し つ つ あ る 皆 様 に ご 講 演 頂 き

ま す 。 ま た MG D の 将 来 性 や 、 MG D を 実 用 し て い く 上 で の 課 題 な

ど つ い て 議 論 し た い と 考 え て い ま す 。  

 

◆ 初 等 中 等 教 育 に お け る  

G I S を 活 用 し た 授 業 に 係 る 優 良 事 例 表 彰 ◆   

オ ー ガ ナ イ ザ ー ： 山 本 佳 世 子  

1 5 日 （ 土 ） 1 3 : 3 0 - 1 5 : 1 0  会 場 A（ 1 1 5 1）  

日 本 国 内 の 初 等 中 等 教 育 現 場 に お い て 、 G I S を 実 践 的 に 活 用

し た 授 業 に 取 り 組 ん で い る 教 員 等 の 個 人 又 は グ ル ー プ を 表 彰 す

る 。  

 

◆ GI S C A 特 別 セ ッ シ ョ ン ◆  

オ ー ガ ナ イ ザ ー ： 大 伴 真 吾  

1 5 日 （ 土 ） 1 5： 2 0 - 1 7： 0 0  会 場 A（ 1 1 5 1）  

G I S 事 業 分 野 の 担 い 手 と し て 、GI S 上 級 技 術 者（ GI S E）資 格 が

注 目 さ れ つ つ あ る が 、当 分 野 の 更 な る 発 展 を 期 す た め に は 、個 々

の 経 験 に 基 づ く 知 見 や 新 た に 開 発 し た 技 術 を 共 有 し 、 議 論 す る

場 が 欠 か せ な い 。 ま た 、 GI S E 資 格 の 有 効 期 限 は 5 年 間 で あ り 、

そ の 間 に 、 GI S 分 野 に 対 し て 一 定 の 貢 献 を す る こ と が 義 務 付 け

ら れ て い る 。  

こ の よ う な 背 景 の も と 、 本 セ ッ シ ョ ン は 、 資 格 を も つ 発 表 者

に は 貢 献 の 機 会 を 与 え 、 参 加 者 に は 教 育 の 機 会 を 与 え る こ と を

通 じ て 、 相 互 研 鑽 す る こ と を 目 的 に 、 開 催 す る も の で あ る 。 ま

た 、GI S E 資 格 の 取 得 を 目 指 す 人 々 や 興 味 を も つ 人 々 の 参 加 も 歓

迎 し た い 。  

 

◆ Io T と GI S が 創 る 超 ス マ ー ト 社 会 ◆  

オ ー ガ ナ イ ザ ー ： 厳 網 林 、 牧 野 秀 夫  

1 6 日 （ 日 ） 9 : 0 0 - 1 0 : 4 0  会 場 A（ 1 1 5 1）  

世 界 は I o T（ I n t e r n e t  o f  T h i n g s） に よ っ て 現 実 空 間 （ re a l  

S p a c e） と 仮 想 世 界 （ C y b e r  s p a c e） が 融 合 し 、 超 ス マ ー ト 社 会

に 向 か っ て い ま す 。  

G I S に と っ て 、こ れ は 革 命 的 な 地 盤 変 動 で あ り ま す 。GI S 学 会



は「 Io T と G I S 分 科 会 」を 設 置 し 、そ の 動 向 を 追 跡 し て い ま す 。

こ の セ ッ シ ョ ン は 同 分 科 会 活 動 の 一 環 と し て 、 超 ス マ ー ト 社 会

に お け る GI S の 位 置 付 け 、 そ れ を 支 え る Io T な ら び に 空 間 情 報

の 要 素 技 術 を 概 観 し 、 GI シ ス テ ム 、 GI サ イ エ ン ス 、 GI サ ー ビ

ス の 新 し い 方 向 性 が 議 論 し ま す 。  

 

◆ FO S S 4 G 分 科 会 「 オ ー プ ン デ ー タ 時 代 の  

地 理 空 間 情 報 の 利 用 を 考 え る  (１ )」 ◆  

オ ー ガ ナ イ ザ ー ： 岩 崎 亘 典  

1 6 日 （ 日 ） 1 0 : 5 0 - 1 2 : 3 0  会 場 A（ 1 1 5 1）  

近 年 、 国 や 地 方 自 治 体 を 中 心 に 、 オ ー プ ン デ ー タ の 取 組 が 進

ん で い ま す 。 さ ら に 、 学 術 分 野 で 、 オ ー プ ン デ ー タ に 加 え て 、

論 文 の オ ー プ ン ア ク セ ス 、 オ ー プ ン ソ ー ス ソ フ ト ウ ェ ア の 活 用

を 加 え た 、 オ ー プ ン サ イ エ ン ス の 取 組 が 進 ん で お り 、 H2 8 年 1

月 に 制 定 さ れ た 第 五 次 科 学 技 術 基 本 計 画 の な か で も 、 重 要 な 項

目 と し て あ げ ら れ て い ま す 。 一 方 、 無 料 の We b 地 図 サ ー ビ ス の

普 及 に よ り 、 様 々 な 場 面 で の 地 理 空 間 情 報 の 活 用 も 進 ん で い ま

す 。し か し こ れ ら の サ ー ビ ス は 、無 料 で 提 供 さ れ て い る も の の 、

ど の 様 な 用 途 で も 使 用 で き る も の で は あ り ま せ ん 。 特 に オ ー プ

ン デ ー タ 化 が 進 展 し 、 様 々 な 資 料 が 二 次 利 用 可 能 な 形 で 公 開 さ

れ る 場 合 、 こ れ ま で と 異 な る 問 題 が 生 じ る 可 能 性 が あ り ま す 。  

そ こ で 本 セ ッ シ ョ ン で は 、 オ ー プ ン デ ー タ 化 が 求 め ら れ る 現

在 、地 理 空 間 情 報 や 無 料 の We b 地 図 サ ー ビ ス 等 を 利 用 す る 場 合 、

ど の 様 な 利 用 が 可 能 か 、 ど の 様 な 点 に 留 意 す べ き か に つ い て 事

例 報 告 と デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 行 い ま す 。  

 

◆ 自 治 体 分 科 会 「 オ ー プ ン デ ー タ 時 代 の  

地 理 空 間 情 報 の 利 用 を 考 え る  (２ )」 ◆  

オ ー ガ ナ イ ザ ー ： 青 木 和 人  

1 6 日 （ 日 ） 1 3 : 3 0 - 1 5 : 1 0  会 場 A（ 1 1 5 1）  

現 在 ， 再 利 用 ・ 再 配 布 が 可 能 な 行 政 情 報 を 提 供 す る オ ー プ ン

デ ー タ 推 進 が 国 主 導 に よ り 進 め ら れ て お り 、 オ ー プ ン デ ー タ に

取 り 組 む 地 方 自 治 体 も 20 0 を 超 え て い ま す 。  

行 政 が 作 成 す る 地 理 空 間 情 報 、 す な わ ち 国 土 地 理 院 が 作 成 す

る 地 図 、 国 ・ 地 方 自 治 体 が 作 成 す る 道 路 、 上 下 水 道 な ど の 地 理

空 間 情 報 に つ い て 、 地 図 の 著 作 権 と 版 権 、 地 理 空 間 情 報 と オ ー



プ ン デ ー タ と の 関 係 な ど に つ い て 注 目 さ れ て い る と こ ろ で あ る 。 

そ こ で 、 本 セ ッ シ ョ ン で は ， こ れ ま で 行 政 が 担 っ て き た 地 理

空 間 情 報 作 成 の 役 割 を 整 理 し た 上 で ， 地 図 の 著 作 権 と 版 権 、 地

理 空 間 情 報 と オ ー プ ン デ ー タ な ど 、 オ ー プ ン デ ー タ 時 代 の 地 理

空 間 情 報 に つ い て ， 話 題 提 供 を 基 に ワ ー ク シ ョ ッ プ 形 式 で 参 加

者 に よ る 議 論 を 行 い ま す ．  

 

◆ 若 手 会 員 分 科 会 セ ッ シ ョ ン ◆  

オ ー ガ ナ イ ザ ー ： 山 本 佳 世 子  

    1 6 日（ 日 ）10 : 5 0 - 1 2 : 3 0、1 3 : 3 0 - 1 5 : 1 0  会 場 B（ 1 1 5 2） 

本 学 会 の 次 世 代 を 担 う 若 手 会 員 の 研 究 活 動 の 活 発 化 、 産 官 学

な ど の 交 流 を 目 的 と し 、 今 年 1 月 に 「 若 手 会 員 分 科 会 」 が 設 立

さ れ た 。  

慶 應 義 塾 大 学 三 田 キ ャ ン パ ス で 開 催 さ れ た 昨 年 度 の 学 術 講 演

会 で は 、キ ッ ク オ フ 集 会 が 開 催 さ れ 、約 20 名 の 会 員 が 参 加 し た 。 

本 セ ッ シ ョ ン で は 、 分 科 会 メ ン バ ー に よ る GI S の 研 究 、 産 官

学 連 携 活 動 、 行 政 や 企 業 の 活 動 の 成 果 に つ い て 報 告 す る こ と を

目 的 と す る 。  

（ 午 前 ） 1 0 : 5 0 - 1 2 : 3 0  

「 衛 星 A I S デ ー タ 利 用 に よ る 国 際 海 洋 法 研 究 の 展 開 」中 川  智 治  

「 国 土 広 域 情 報 の 更 新 方 法 」 芹 澤  由 尚  

「 マ イ ク ロ ジ オ デ ー タ 研 究 会 － 5 年 間 の 活 動 と 今 後 の 展 開 － 」  

秋 山  祐 樹  

「 景 観 研 究 か ら 地 理 情 報 科 学 へ 」 谷 口  亮  

（ 午 後 ） 1 3 : 3 0 - 1 5 : 1 0  

「 歩 行 散 策 行 動 の 自 動 判 別 に お け る  

加 速 度 デ ー タ の 利 用 可 能 性 に つ い て 」 相  尚 寿  

「 東 日 本 大 震 災 時 の ツ イ ー ト を 利 用 し た 混 雑 情 報 抽 出 の 試 み 」  

沖  拓 弥  

「 G I S の 普 及 に 向 け て 」 土 田  雅 代  

「 海 外 GI S イ ン タ ー シ ッ プ 」 秋 山  千 亜 紀  


